
 

 

                  

令 和 元 年 ７ 月 １ 日 

 内閣府沖縄担当部局                          

 

 

 
１．事業の概要 

   沖縄県及び北部市町村の要望に基づき、産業の振興、定住条件の整備に

資する事業を実施。 

 

２．今回配分の状況（国費ベース） 

 

（参考）前回までの配分（５月２０日） 

と合算した配分合計 

     ◇非公共事業  ４．７５億円 

     ◇公共事業  ２６．１９億円 

 

※詳細は別添資料のとおり 
 

（参 考） 

＜予算計上＞ 

○沖縄北部連携促進特別振興事業費（非公共事業）   令和元年度予算額３４.５億円 

・補助率：８／１０   

＜今回の配分の考え方＞ 

○沖縄県の均衡ある発展を図る観点から北部地域の振興に資する事業に対し配分する。 

○配分対象の事業は、北部１２市町村から北部地域の振興に資するものとして要望されたもの。 

＊問合せ先＊ 

政策統括官（沖縄政策担当）付 

（担当 藏本） 

電話 ０３－６２５７－１６９３ 

FAX  ０３－３５８１－９７６１ 

 

令和元年度北部振興事業の実施について（第３回） 

 

 非 公 共 事 業  

 

新 規 ３ 事 業 

 

今回配分額 ４．０ 億 円 

 



資 料 

令和元年度に実施する振興事業について 
 

令和元年７月１日 
   

【非公共事業】 
 

テーマ：産業の振興 

〔新規〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和元年度事業費 

（う ち 国 費） 

名護・やんばるの自然と文化拠点施設

整備事業 

（名護市） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

  ４２５百万円 

 （３４０百万円） 

「名護・やんばる」地域の中核都市である名護市において、その地域全体の自然や歴

史・文化の情報を保存・継承し、地域資源とのふれあいや体験などを通じて、地域住民

や観光客等にその価値を正しく伝え、観光振興及び自然や文化の保全・継承に寄与する

ことを目的として、地域の資源・文化に関する情報収集・保管・発信などの機能を備え

た総合的なガイダンス拠点となる施設を整備する。 

 

（担当省庁） 

 内閣府 

 

〔新規〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和元年度事業費 

（う ち 国 費） 

沖縄北部観光推進整備検討事業 

（北部広域市町村圏事務組合） 
令和元年度 

  ２９百万円 

 （２４百万円） 

 沖縄北部地域に点在する様々な観光資源について、より効果的な情報発信や、インバ

ウンド観光の促進を図るための受入れ態勢を整備するため、本事業によって、現状の受

入れ環境の評価、改善点の把握、改善策の検討を行う外、既存の沖縄北部観光情報コミ

ュニケーションサイトについて、外国人旅行客への情報提供機能の強化を中心とした改

善を図る。 

 

（担当省庁） 

 内閣府 

 

 

 



テーマ：定住条件の整備 

〔新規〕 

事   業   名 

（事 業 主 体） 
計 画 期 間 

令和元年度事業費 

（う ち 国 費） 

スポーツコンベンション施設整備事業 

（名護市） 

令和元年度 

～ 

令和３年度 

４５百万円 

（３６百万円） 

21世紀の森公園内のサッカー・ラグビー場を、芝生の状態に左右されずに大会等の開

催が可能なグラウンドへと機能向上を図るとともに、クラブハウスを併設し、スポーツ

キャンプ等にも対応可能な北部地域におけるスポーツコンベンションの核施設として整

備する。 

 

（担当省庁） 

スポーツ庁    

 



大宜味村

金武町

恩納村 宜野座村

伊江村

伊平屋村

令和元年度 北部振興事業（非公共）（３次配分）配分事業箇所位置図

伊是名村

東村

国頭村

名護市

本部町

今帰仁村

〔新規〕

テーマ：定住条件の整備

テーマ：産業の振興

事業主体：名護市、北部広域市町村圏事務組合

事 業 数：新規３事業

【北部広域市町村圏事務組合】 R1（内閣府）

沖縄北部観光推進整備検討事業

※本事業は、北部１２市町村全域を対象として
いるため配分事業箇所を赤線で表記している。

〔新規〕

〔新規〕

【名護市】 R1‐R3（内閣府）

名護・やんばるの自然と文化拠点施設整備事業
【名護市】 R1‐R3（スポーツ庁）

スポーツコンベンション施設整備事業
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